
9款　1項　3目

【会計】一般会計

9款：教育費　1項：教育総務費　3目：教育研究指導費

196

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

179,658千円 3,252千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

1 報酬

教育支援委員会委員報酬 230千円

会計年度任用職員報酬 50,980千円

2 給料 55,688千円

3 職員手当等 50,426千円

4 共済費

職員共済組合負担金 9,209千円

社会保険料 13,673千円

7 報償費

謝礼金 190千円

8 旅費

費用弁償 20千円

普通旅費 100千円

1,766千円

会計年度任用職員分職員共済組合負担金

会計年度任用職員分社会保険料

事業の概要

・佐倉市教育支援委員会を開催します。
・特別支援教育支援員及び看護師を適正に配置します。
・特別支援教育研修会を開催します。

令和6年度　当初予算要求事業内容説明書

第4章　豊かな心を育み　笑顔あふれるまち（教育）

施策1　良好な学習環境を整備します

事業 特別支援教育推進事業

担当所属 教育センター

予算要求額
（財源内訳）

182,910千円

基本施策2　教育環境

教育支援委員会委員委員報酬（10人分）

会計年度任用職員報酬（55人分）

会計年度任用職員給料（25人分）

会計年度任用職員分職員手当（通勤手当、期末勤勉手当等）

事業の目的

・教育支援委員会において、発達に課題のある幼児児童生徒について適切な就学先や支援内容を検討しま
す。
・発達に課題のある幼児児童生徒への適切な支援を行うことで、主体的な学習の実現を図ります。
・医療的ケア児に対して、必要な医療的ケアを実施する看護師を配置することで、安全な学校生活の実現を
図ります。

事業の効果

・教育支援委員会において、発達に課題のある幼児児童生徒について、医師等から専門的な意見を聴取す
ることにより、一人一人の教育的ニーズに応じた支援を適切に行うことができます。
・特別な教育的支援が必要な幼児児童生徒が在籍する学校（園）に特別支援教育支援員を配置することで、
充実した学習・生活の支援ができ、よりよい学校運営につながります。
・医療的ケア児支援法に基づき、医療的ケア児が在籍する学校に看護師を配置することで、医療的ケア児に
対して安全で確実な医療的ケアを実施するとともに、学びを保証することができます。

節 説明

研修会講師料（1回分）・市医謝礼金（3人分）

教育支援委員会委員に対する交通費

会計年度任用職員の出張に要する交通費

会計年度任用職員分通勤費
パートタイム会計年度任用職員費
用弁償（通勤費）



220千円

10 需用費

消耗品費 208千円

11 役務費

手数料 35千円

17 備品購入費

庁用器具費 165千円

182,910千円計

会計年度任用職員の出張に要する交通費

事務用品費、検査用紙、医療的ケアに係る消耗品

パートタイム会計年度任用職員費
用弁償（出張費）

階段昇降機点検に係る手数料

検査器具の購入に要する経費


